
電気工事士免状の交付申請・再交付申請・書換え交付申請を行う方へ 

宗谷総合振興局産業振興部商工労働観光課 

電気工事士免状の交付申請・再交付申請・書換交付申請を行う場合は、この「手引き」をよく読んで、必要な書類を整

えてから当課に直接提出（郵送も可）してください。 

 

２ 免状交付申請手数料（居住地が道外の方で北海道収入証紙が購入できない場合は、現金書留でも可能です。）申請書

に、次の区分に相当する金額の「北海道収入証紙」を貼付してください。 

区 分 金 額 区 分 金 額 区 分 金 額 区 分 金 額 

第一種 ６，０００円 第二種 ５，３００円 再交付 ２，７００円 書換え ２，７００円 

３ 申請書類の提出先及び問合せ先（下記(1)、(2)の「各総合振興局等申請窓口」とは「申請窓口一覧」を参照） 

(1) 新規交付の場合 

⇒住民登録をしている市町村を所管している各総合振興局等（小樽市は後志総合振興局小樽商工労働事務所）申請

窓口に提出してください。 

(2) 再交付又は書換え交付の場合 

① 平成１０年３月３１日以前に交付された免状（免状番号は北海道○○○号と記載） 

⇒道内在住の方は住民登録をしている各総合振興局等申請窓口に提出してください。 

⇒道外在住の方は石狩振興局に提出してください。（都合により最寄りの総合振興局等を希望する場合は石狩振興局

以外でも受付します。） 

② 平成１０年４月１日以降に交付された免状 

⇒第一種も第二種も、現在の居住地や住民登録が道内であっても、道外であっても、免状を交付（新規交付）され

た総合振興局等の各総合振興局等申請窓口に提出してください。（道内で免状を交付された道内在住者で、現住所

が当時と異なる場合は、希望により現住所を管轄する総合振興局等でも受付します。） 

（第一種免状番号の記載例：北海道ＩＫ○○○号、北海道ＫＫ○○○号 等） 

石狩はＩＫ、渡島はＯＳ、檜山はＨＹ、後志はＳＳ、小樽はＯＴ、空知はＳＣ、上川はＫＫ、留萌はＲＭ、宗谷

はＳＹ、オホーツク（網走）はＯＨ（ＡＳ）、胆振はＩＢ、日高はＨＤ、十勝はＴＫ、釧路はＫＲ、根室はＮＭと

表記 

（第二種免状の記載例：北海道第石狩Ⅱ－○○○号、北海道第上川Ⅱ－○○○号 等） 

※ご自分の正確な免状番号が判らなくても再交付申請は出来ますが、「新規交付時期が平成１０年３月３１日以前な

のか、以降なのか」、「新規交付時期の住民登録市町村はどこだったのか」をご自分で確認して、該当する各総合

振興局等申請窓口に申請してください。 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

第一種電気工事士試験合格者
【実務経験３年以上】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

電気主任技術者免状所有者
【同５年以上（免状取得後）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高圧電気工事技術者試験合格者
【同３年以上（試験合格後）】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

試験合格者 ○ ○ ○ ○ ○

養成施設修了者 ○ ○ ○ ○ ○

知事認定者 ○ ○ ○ ○ ○ ○

再交付 免状を汚損又は紛失した者 ○ ○ ○

書換え 氏名等を変更した者 ○ ○ ○ ○ ○
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(3) その他 

① 道外の都府県知事から免状を交付された方の再交付、書換え交付申請は、道内在住であっても北海道では出来ませ

んので、その交付された都府県庁にお問い合わせください。 

② 郵送の場合は、封筒の左側に「電気工事士免状交付（再交付・書換え）申請書在中」と朱書きしてください。 

４ 注意事項（各申請に共通） 

(1) 住民票は、申請書提出前６ヶ月以内に市町村長が発行したものを提出してください。 

(2) 写真は、申請書提出前６ヶ月以内に撮影したもの（無帽、無背景）で同じ写真を１枚用意し、裏面には、氏名を記

載してください。 

(3) 試験結果通知書は、(財)電気技術者試験センターが発行し、各受験者に郵送されたものの内、第一種電気工事士又

は第二種電気工事士試験結果通知書（はがき）の原本（コピー不可）を添付してください。 

なお、筆記試験結果通知書、技能試験結果通知書、合格証書の添付は必要ありませんので注意してください。 

(4) 免状送付用封筒には、郵便番号・住所・氏名等を正確に記載してください。（郵便切手は不要です。） 

(5) 北海道収入証紙は、道内に本店のある銀行等から購入してください。 

なお、道外に在住している方で証紙を購入できない場合は、現金書留に現金と提出書類一式を同封して郵送するこ

とも可能です。 

(6) 申請書に貼付した北海道収入証紙は、割印をしないでください。 

５ 注意事項（第一種電気工事士免状交付申請のみ） 

(1) 実務経験証明書には、従事した工事等の内容を具体的に記載してください。なお、次の電気に関する工事は、実務

経験として認められませんので、注意してください。 

① 軽微な工事（電気工事士法施行令第１条） 

② 特殊電気工事（電気工事士施行規則第２条の２） 

③ 電圧５万ボルト以上で使用する架空電線路に係る工事 

④ 保安通信設備に係る工事 

⑤ 軽微な作業（電気工事士法施行規則第２条） 

(2) 実務経験の証明に期間が、２ヵ所以上の会社等にまたがる場合には、それぞれの会社等の雇用主（代表者）からの

証明が必要となります。 

(3) 一人親方又は勤務していた会社が倒産等により存在しない場合には、次の者からの証明が必要となります。 

① ２以上の電気工事業者（それぞれの証明が必要です。） 

② 組合等に加入している場合には、当該組合等の代表者 

(4) 実務経験証明書の「職務の内容」の欄に書ききれない場合には、別紙として記入してください。この場合は、とじ

しろの部分を、証明者の印により必ず割印してください。 

(5) 全国的規模にわたる会社等で、雇用主（代表者）から実務経験を証明する権限を委任された者（支店長、営業所長

等）が証明する場合には、委任状の原本を添付してください。 

(6) 通常の実務経験書と「電気事業法施行規則第５２条第２項に規定する委託契約による保安監督業務」に従事してい

た方の実務経験証明書の様式は異なりますので、事前に各総合振興局等申請窓口に問い合わせ又は申し出てくださ

い。 

６ お問い合わせ先 

稚内市末広４丁目２－２７宗谷総合振興局産業振興部商工

労働観光課指導保安係電話 ０１６２－３３－２９２６

（直通） 

７ その他 

免状を紛失された場合にそなえ、是非、免状のコピーをしておくことをお勧めいたします。 

免状紛失の再交付申請で、ご自分の正確な免状番号が判らない方が多くおられます。 

この場合、再交付に時間等を要したり、再交付に支障をきたす場合がありますので留意願います。 

 

 



■ 申請書の様式は「北海道」のホームページから直接ダウンロードすることもできます。 

（ホームページアドレスは ｈｔｔｐ：/ /ｗｗｗ．ｐｒｅｆ．ｈｏｋｋａｉｄｏ．ｌｇ．ｊｐ） 

＜検索例＞ 

①道のホームページの右上の「サイト内検索」に「電気工事士」と打ち込み「検索」をクリック 

②「（Ⅰ）電気工事士免状の交付申請・再交付申請・書換え申請を行う方へ」をクリック 

③「（２）申請様式」から必要な申請書をクリックして「ダウンロード」して印刷する。 

※検索方法は各種あり、変更となる場合もありますのでご了承願います。 

 


